
農林水産委員会会議記録

井上 明夫農林水産委員長

１ 日 時

令和元年７月２５日（木） 午前１０時００分から

午後０時１８分まで

２ 場 所

第３委員会室

３ 出席した委員の氏名

井上明夫、末宗秀雄、木田昇、二ノ宮健治、原田孝司、河野成司

４ 欠席した委員の氏名

清田哲也

５ 出席した委員外議員の氏名

太田正美、尾島保彦、堤栄三、後藤慎太郎

６ 出席した執行部関係者の職・氏名

農林水産部長 大友進一 ほか関係者

７ 会議に付した事件の件名

別紙次第のとおり

８ 会議の概要及び結果

第５２号議案のうち本委員会関係部分、第５３号議案、第５４号議案及び第６６号議（１）

案から第７１号議案までについては、可決すべきものといずれも全会一致をもって決定し

た。

（２）第６０号議案については、可決すべきものと総務企画委員会に回答することを全会一致

をもって決定した。

（３）県内所管事務調査のまとめとして、執行部から説明を受けた。

（４）防災重点ため池の再算定及びため池新法について、第４５回全国育樹祭の本県開催決定

について並びに第６７回全国椎茸品評会の結果についてなど、執行部から報告を受けた。

（５）閉会中の継続調査について、所定の手続をとることとした。

（６）県外所管事務調査の行程を決定した。

９ その他必要な事項

な し



１０ 担当書記

議事課委員会班 副主幹 長友玉美

政策調査課調査広報班 主事 佐藤和哉



農林水産委員会次第

日時：令和元年７月２５日（木）１０：００～

場所：第３委員会室

１ 開 会

２ 農林水産部関係 １０：００～１１：５０

（１）付託案件の審査

第 ５２号議案 令和元年度大分県一般会計補正予算（第１号）

（本委員会関係部分）

第 ５３号議案 令和元年度大分県林業・木材産業改善資金特別会計補正予算（第１

号）

第 ５４号議案 令和元年度大分県沿岸漁業改善資金特別会計補正予算（第１号）

第 ６６号議案 令和元年度における農林水産関係事業に要する経費の市町村負担につ

いて

第 ６７号議案 大分農業文化公園の設置及び管理に関する条例の一部改正について

第 ６８号議案 大分県央飛行場の設置及び管理に関する条例の一部改正について

第 ６９号議案 大分県国立研究開発法人森林研究・整備機構事業特別徴収金徴収条例

の廃止について

第 ７０号議案 大分県森林環境譲与税基金条例の制定について

第 ７１号議案 大分県漁港管理条例の一部改正について

（２）合い議案件の審査

第 ６０号議案 大分県使用料及び手数料条例の一部改正について

（３）県内所管事務調査のまとめ

①ジビエの普及を推進するための狩猟者への啓発について

（４）諸般の報告

①防災重点ため池の再算定及びため池新法について

②第４５回全国育樹祭の本県開催決定について

③第６７回全国椎茸品評会の結果について

④有害鳥獣対策の取組について

⑤漁業調査船「豊洋」の竣工式について

⑥平成３０年度へ繰越した２９年度予算の再度繰越し（事故繰越し）について

（５）その他



３ 協議事項 １１：５０～１２：００

（１）閉会中の継続調査について

（２）県外所管事務調査について

（３）その他

４ 閉 会



- 1 -

別 紙

会議の概要及び結果

ただいまから農林水産委員会を開井上委員長

きます。

審査の都合上、予算特別委員会の分科会もあ

わせて行いますので、御了承願います。

本日は都合により、清田委員が欠席していま

す。

また、本日は、委員外議員として太田議員、

尾島議員、堤議員、後藤議員が出席しています。

ここで、委員外議員の方にお願いします。

発言を希望する場合は、委員の質疑の終了後

に挙手し、私から指名を受けた後、長時間にわ

たらないよう、要点を簡潔に御発言願います。

なお、進行状況を勘案しながら進めてまいり

ますので、委員外議員の皆さんはあらかじめ御

了承願います。

本日審査いただく案件は、今回付託を受けた

議案９件及び総務企画委員会から合い議のあっ

た議案１件です。

この際、案件全部を一括議題とし、これより

審査に入ります。

まず、付託案件の審査を行います。

第５２号議案令和元年度大分県一般会計補正

予算（第１号）のうち、本委員会関係部分につ

いて、執行部の説明を求めます。

まず、第５２号議案令和元大友農林水産部長

年度一般会計補正予算（第１号）のうち、農林

水産部関係予算について御説明します。

私から全般的事項について説明し、個別の事

業については担当課室長から説明しますので、

よろしくお願いします。

令和元年度予算概要の３ページをお開きくだ

さい。

補正予算案の総額は、上の表の農林水産部の

予算額（Ａ）欄の上から２番目、７月補正の欄

にあるとおり、１２６億３，８２５万５千円で

す。

これに一つ上の欄の既決予算５１２億５，３

２８万３千円を加えると、６３８億９，１５３

万８千円となります。

３０年度当初予算と比較すると、一番右の前

年度対比欄のとおり７４億５，７２６万８千円

の増、率にしてプラス１３．２％となっていま

す。

そのうち、公共事業費については、予算額３

３２億２，２５２万６千円、対前年度比５７億

８，６８５万８千円、率にしてプラス２１．１

％となっています。

これは、国の防災・減災、国土強靱化のため

の３か年緊急対策の積極的な受入れに加え、災

害時に想定される経費を災害パッケージ予算と

してあらかじめ計上したことなどによるもので

す。

農林水産部における予算額の増は、この公共

事業費の増額が主な要因です。

以上で私の説明を終わります。引き続き、先

日の予算特別委員会で説明した事業以外の中か

ら主なものを各課室長より御説明します。

団体指導・金融課関渡辺団体指導・金融課長

係分について御説明します。

予算概要の２７ページをお願いします。農業

金融対策事業費６，５０７万８千円、既決予算

額と合わせた予算額６億７８１万８千円です。

今回の補正予算に該当するものは、表の右側、

事業概要欄に一部肉付と記しています。

本事業はこのページから２９ページまで、農

業近代化資金など農業関係各種制度資金に係る

利子補給や、農業者に必要な資金の融資体制を

整備するものです。

このうち、２８ページの事業概要欄の一番下、

農山漁村女性・若者活動支援資金貸付金におい

て、新たに女性活動資金として、女性向け農機

具等の就労環境整備を行う場合に資金を貸し付

けます。

農地活用・集落田染農地活用・集落営農課長

営農課関係分について御説明します。

７５ページをお願いします。下段、集落営農
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構造改革対策事業費１，８００万円、既決予算

を合わせた予算額８，１５８万９千円です。

このうち、表の事業概要欄にマル特と記して

いる特別枠予算を活用し、地域農業経営サポー

ト機構を新たに大分市・国東市の２市に設置す

る経費を支援します。これにより県内１２機構

が担い手不在集落の農地管理などに対応します。

また、農業分野での高齢者等の活躍を促進す

るため、地域内での労働力の需給調整を行う、

農業サポーター人材バンクの構築を支援します。

空き時間に働く意欲のある高齢者等と労働力

を必要とする農家のマッチングを図り、収穫・

調整といった技術を要する支援から、除草・運

搬作業といった単純労働まで幅広く対応します。

おおいたブラ小関おおいたブランド推進課長

ンド推進課関係分について御説明します。

８８ページをお願いします。下段、食品企業

連携産地拡大推進事業費２０９万５千円、既決

予算を合わせた予算額３億５，５１７万４千円

です。

このうちマル特でお示ししている地域食産業

活性化対策として、形が悪いことや割れがある

ことから利用されていない農産物の利用拡大に

向け、食品企業や商工会、農協等が参加した協

議会を立ち上げ、地域の顔となる商品開発等を

総合的に支援します。

畜産技術室関係分について梅木畜産技術室長

御説明します。

１１４ページをお願いします。飼料コスト低

減支援事業費、予算額６１２万８千円です。

畜産農家の生産コスト削減に有効な飼料、ソ

フトグレインサイレージについて、技術不足に

よる廃棄の発生などが課題であることから、品

質や生産性の向上につながるラッピングマシー

ン等の機材のレンタル料を助成します。

また、県北や東部地域の県内３拠点で生産さ

れるソフトグレインサイレージを県域流通させ

る体制を構築するため、中継地点に保管倉庫を

設け、輸送効率の向上とコスト削減に関する実

証試験を行います。

林産振興室関係分について河野林産振興室長

御説明します。

１４９ページをお願いします。

下段、木造建築物等建設促進総合対策事業費

４５８万５千円、既決予算を合わせた予算額６，

７５４万８千円です。

このうち新規事業の木の匠育成事業として、

中大規模の非住宅の木造建築物に関する設計を

担う建築士の養成や、木材調達手法や設計等に

関する相談窓口の開設支援、木造ビルの標準モ

デル、九州モデルの製作に取り組みます。

１５０ページをお願いします。中ほどのおお

いた材プロモーション活動支援事業費６５８万

５千円です。

この事業では、市町村と共同で「おおいた材

利活用促進協議会」を立ち上げ、県産材の一時

保管所を兼ねた展示ブースの設置や、県外商談

会への出展など、生産者団体が県外プレカット

事業者等と連携して行う大消費地での販路拡大

の取組を支援することで、県産材の需要拡大に

取り組みます。

漁業管理課関係分景平審議監兼漁業管理課長

について御説明します。

１９３ページをお願いします。

上段、県産水産物流通拡大推進事業費８８０

万２千円、既決予算を合わせた予算額１，２１

５万７千円です。

このうち特別枠を活用した都市圏での販促対

策として、関東圏等において生産者団体等が行

うかぼすブリ等の県産水産物の販促活動を支援

するとともに、県産魚の通年販売に取り組む店

舗を「パートナーシップ量販店（仮称）」とし

て認定し、県産水産物の流通拡大に取り組んで

まいります。

以上で説明は終わりました。井上委員長

これより質疑に入ります。どなたか御質疑は

ありますか。

１０個ぐらいあるんですけど、す二ノ宮委員

みません。説明にはなかったんですけど、３９

ページの直販所魅力・機能向上事業費について

です。今県内にどのぐらいの直売所があるかと

いうことと、この１０年間でどれぐらい増えた

か、あるいは減ったかを聞かせてください。

直販所について、最新三浦地域農業振興課長
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の数字は平成２９年度現在で２３８店舗です。

１０年前の平成１９年が２０３店舗で、３５店

舗増加しています。

田舎での直販所の役割は、地域振二ノ宮委員

興とか、大変大きいと思います。そういうこと

で、私は減っているのかなと思ったんですけど、

増えているので安心しました。例えば里の駅は

当初は数が多かったんですけど、今はもう脱退

者が多くてなかなか運営が難しいと聞いていま

す。できれば、今、里の駅でやっているような

ＰＲ活動とかをぜひ直販所も含めてやってあげ

てください。

これは要望でいいですか。井上委員長

要望で結構です。二ノ宮委員

それから、いいですか。（「答える準備もあ

るんで全部一緒に質問してもらって」と言う者

あり）じゃあ、全部言います。

中山間地域等直接支払制度です。この制度に

ついては、確か今年で４期目が終わると思いま

す。これが続くのかどうか、それからどういう

内容になるのか教えてください。

もう一つ、米の直接支払交付金が平成３０年

度でなくなったんですけど、なぜなくなったの

かよく分かりません。農村では本当に必要な交

付金だったと思うんですけど、その辺も答えて

ください。

次に、６２ページのＵＩＪターン就農者拡大

対策事業費です。この中の新規事業で婚活支援

があります。それで、今、県がやっているＯＩ

ＴＡえんむす部の出会いサポートセンターの事

業との関連をどう考えているかお聞きします。

次が１０７ページの肉用牛繁殖経営体確保・

働き方改革推進事業費です。この中で私が問題

だと思うのは、施設等整備支援対策事業費補助

です。ここに５０頭規模と書いていて、これは

３年間で５０頭にしろということなんですけど、

新しく始める人が５０頭の牛を持つというのは、

ほとんど難しいと思っています。そこで、５０

頭規模で経営するときの建設費と、牛を入れる

ための費用がどのぐらいかかるかぜひ教えてく

ださい。

それと１５２ページの林業事業体強化推進事

業費の中にドローンがあります。いろんな事業

の中にドローンが出てきています。これは造林

資材の省力運搬ということですが、一つの木を

育てるのには５０年から６０年かかる。そうい

う中で、ただ資材を運んで、それを植えるとい

うことは、大きな流れの中のたった一つにすぎ

ないと思っています。

結論から言うと、ここに無理に高いドローン

を入れるよりも作業道とかを作った方が、後々

まで下刈りとか、搬入とかに役立つんじゃない

かというのが私の意見です。ぜひ見解を聞かせ

てください。

それから１６０ページのしいたけ消費拡大推

進事業費です。しいたけについては、今、海外

への輸出のこともいろいろ出ていますが、一番

大切なのは、やはり個人の消費をいかに伸ばせ

るかということだと思っています。

私どもも、しいたけ農家だったんですけど、

なぜこんなに減ったかなと考えると、簡単に言

えば米を食べなくなり、パン食になったからじ

ゃないかと思っています。みそ汁と米にはしい

たけが合うんですけど、なかなかパンには合わ

ないということで、少し視点を変えて、しいた

けを小さい頃から食べさせて、そのおいしさを

分かってもらう。それから健康法とか、さらに

言えばパンに合う食べ方とか。昔、阿蘇野で椎

茸農協が健康食を作っていました。今の時代だ

ったら、もしかしたら成功したんじゃないかと

思っています。そういうことで、健康志向など

の面から考えないと、なかなか個人の消費が伸

びないんじゃないかと思っています。この点に

ついてもぜひ聞かせてください。

それから、１７１ページの陽のさす里山環境

整備事業費と荒廃竹林整備・利活用推進事業費

です。予算書を見ても、竹に関してはこの二つ

の事業しかないようです。今、中部振興局で、

２年間かけて竹林整備の実証試験をやってもら

っているんですけれども、実際にかかる費用と

売る費用の差が大きいということは初めから分

かっていますし、そのとおりになっていました。

それで、２年目に入って、今年は何をするのか、

そして何を分析するのかをお聞きします。
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それから、これは農林水産部全体で考えるこ

とになると思うんですけど、竹については竹害

という捉え方の中でしかできないんじゃないか

と。それを有効利用するためにはバイオマス発

電等が考えられます。２０２１年６月に７号地

に大きなバイオマス発電所ができますが、これ

に対してどういうアプローチをしているのかお

聞きします。

あと最後に、１６９ページの災害に強い森林

づくり推進事業費です。今、主伐が行われてい

ますが、その後の植栽の中で、針葉樹が大変危

険だということで、広葉樹をできるだけ植えな

さいと言われていると思うんですけど、それが

今、どういう具合に進んでいるか、また広葉樹

の面積とか、どうやって広葉樹や針葉樹を植え

るのかということについてもぜひ教えてくださ

い。

７項目あったんですね。順番に、井上委員長

中山間地域等直接支払制度から。

中山間地域等直接支払三浦地域農業振興課長

制度についてお答えします。

委員御指摘のとおり、本年度が第４期対策の

最終年度になります。この中山間地域等直接支

払は、多面的機能支払、環境保全型農業直接支

払とともに日本型直接支払制度の中に位置付け

られており、平成２７年度からは法律に基づく

安定的な制度となって、次年度以降も継続する

こととなっています。

次年度以降の第５期対策の内容についてはま

だ明らかにされていないんですけれども、第４

期対策のときに設けられた遡及返還の緩和措置

等が非常に使いづらい制度となっていますので、

それを利用しやすくなるよう、地域の実情に合

った制度改正をしていただきたいと国に要請を

したところです。

米の直接支払交田染農地活用・集落営農課長

付金についてお答えします。

御案内のとおり、これは平成２９年産までで、

３０年以降は廃止されました。平成２９年産に

関しては、１万７，２５５件、計１０億４００

万円の交付金をいただいており、１経営体当た

り５万８千円という状況です。

この米の直接支払交付金の廃止は平成２５年

度に決定されたもので、米は関税による高い国

境措置によって諸外国に比べて不利な条件にな

いこと、それから担い手への農地集積や農業者

の経営努力を阻害しているなどの理由から、平

成２６年から単価を７，５００円に減額した上

で、３０年に廃止されました。

この交付金の廃止は、当然農家経営にかなり

影響を及ぼしています。そのため、県としては、

より高収益な作物への転換を進めるとともに、

米作りを今後継続する場合にあっては、規模拡

大や乾田直播きなどによって低コスト化に努め、

より一層の水田農業の構造改革を行っていきた

いと思っています。

ＵＩＪター宇都宮新規就業・経営体支援課長

ン就農者拡大対策事業費のうち、農林水産業者

の魅力発信等を通じた婚活支援について、ＯＩ

ＴＡえんむす部との連携はどうかという御質問

についてです。この事業は、農業をされている

女性をえんむす部のホームページ上で御紹介す

ることで、農業ってこんなに輝いている女性が

いるよ、農業ってこんな魅力があるよというと

ころをＰＲ、情報発信していこうというもので、

えんむす部とはそのホームページ上で連携して

います。

肉用牛繁殖経営体確保・働梅木畜産技術室長

き方改革推進事業費のうち、施設等整備支援対

策事業費補助について、５０頭規模にするには

どのぐらい費用がかかるかということですが、

牛の経費を入れて５千万円と考えています。ま

ず、将来繁殖牛とする子牛を市場等で購入した

場合、現状の平均単価は６８万円程度ですので、

その５０頭分が３，４００万円から３，５００

万円。そして、牛舎については、県単事業の平

米単価が２万１千円です。１頭当たり１５平方

メートル必要だと考えていますので、牛舎につ

いては１，５００万円から１，６００万円かか

り、経費は合わせて５千万円と考えています。

この事業は、３０年度は杵築市、豊後大野市、

竹田市、宇佐市で４事業をやっており、今年度

も、現状で４人の方々から要望等が上がってい

ます。
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また、５０頭というのは、５年間にわたって

５０頭まで規模拡大するという計画で、無理の

ないよう、年間１０頭程度の増頭を目指してい

ます。

昨年度の４件については、４件とも親元就農

で、我々も親御さんと一緒になって、将来地域

の担い手となる若い方々の支援をしていきたい

と思っています。

ドローンによる資材運搬よ中野林務管理課長

り路網整備の方が重要ではないかという御質問

についてです。委員御指摘のとおり、路網整備

は非常に重要だと認識しています。当県におい

ては、まず年間で、林道については４キロメー

トル、林業専用道については３０キロメートル、

森林作業道については３００キロメートルとい

うことで整備を進めているところです。これま

で林道予算は国の予算も厳しい状況があったん

ですけど、特に今年度においては、対前年比で

１４１％の予算の確保ができ、林道５．５キロ

メートル、林業専用道３０キロメートルの開設

を計画しているところです。

ドローンによる資材の運搬なんですけど、特

に造林、下刈りについてはまだまだ人力に頼る

部分が非常に多いです。この部分での労働の軽

減を図ることで再造林を促進するため、ドロー

ンの実装化に向けてチャレンジしていきたいと

考えているところです。

しいたけがなぜ食べられな河野林産振興室長

くなったか、また新たな視点での販促に取り組

んだらどうかという御質問についてお答えしま

す。

知事の答弁にもあったように、今まで乾しい

たけは、だしを中心とした使い方をされていま

した。現代の食生活の変化により、１０年間で

大きく４５％減少したところですが、やはり個

人の消費を伸ばしていくのが重要であると思っ

ています。

委員からも食育という話がありましたが、若

いときから展開し、慣れ親しんでもらうという

ことで、今、県では小学校の学校給食での乾し

いたけの利用促進に取り組んでいます。また、

パンの話もありましたが、粉末をパンにかけて

朝食で食べるというような新しい食べ方等を提

案しながら、今までにない切り口で消費拡大を

図っていきたいと思っています。また今回のラ

グビーワールドカップでは、乾しいたけのオリ

ーブオイル漬けとかアヒージョなど、パン食に

も合う洋風の食べ方を提案しながら展開してい

きたいと思いますし、海外への輸出拡大として、

インドネシア、それから有機ＪＡＳ製品の購入

量が伸びているＥＵ等を新しいターゲットとし

て販促を伸ばしていきたいと思っています。

乾しいたけは、うま味や健康に結び付く機能

性に非常に恵まれた食材です。このことを皆さ

んに周知して、特に若い方々へアプローチして

いきたいと思っています。

陽のさす里山環境整吉松森との共生推進室長

備事業費の中で、中部振興局が竹林整備の実証

試験をやっています。その内容について、私か

ら御説明します。

昨年度は、大分市内の荒廃竹林で地元住民が

伐採を実施することを想定して、チェーンソー

伐採で、伐採後、２メートルに玉切りし、それ

を軽トラで一定程度のストックヤードまで運搬

するという工程を検証しています。これについ

てはほぼ人力でやることを想定しているので、

結果、トン当たり２万１千円のコストがかかる

ことが分かっています。

今年度の取組についてですけれども、今年度

は利活用等を想定し、グラップル等の林業機械

を活用するなどして、効率的な作業方法を検討

する予定です。人家裏など、現地の状況に応じ

た整備方法を取りまとめて、放置竹林の整備に

活用したいと考えています。

バイオマス発電等への竹の河野林産振興室長

利用についてです。日吉原の７号地に２万２千

キロワットのバイオマス発電所が建設され、令

和３年６月に稼働予定と公表されています。

このバイオマス発電所においては、ほとんど

がＰＫＳ、ヤシガラを燃やすということで、一

部では２万１千トンぐらいなんですけれども、

未利用木材を利用するそうですが、現在のとこ

ろ竹を利用する計画はないということです。

竹については、熊本で竹を燃料としてバイオ
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マス発電を行うものが今年から本格稼働します

が、まずは、電力の利用者に対して安定供給が

できる体制整備をしていきたいと思っています。

災害に強い森林づくりのた蔵原森林整備室長

めの広葉樹林化についてですが、河川沿いの流

木発生のおそれがあるところで広葉樹林化を進

めるものについては、平成２５年から取り組ん

でおり、３０年までの実績で約１８ヘクタール

となっています。

それと、尾根や急傾斜地の人工林が荒廃して

災害発生のおそれがあるものについては、３０

年度から始めており、１ヘクタールの実績とな

っています。

よろしいですか。（「結構です」井上委員長

「ちょっと関連」と言う者あり）

さっきヤシガラのバイオマス発末宗副委員長

電の話があって、完成が令和３年とか言いよっ

たね。あれに県はどう関係してるんか知らんけ

ど、ヤシガラというのは、要するに産業廃棄物

を海外から日本に持ってきて発電をしていると

いうことなんで、二酸化炭素がどんだけ出るん

か分からんけど、県はそういうのにどういう方

針でいきよんのかね。

バイオマス発電所を運用す河野林産振興室長

るにあたっては、ヤシガラは非常にカロリーが

高く、業者としては定期的に供給されて安価で

あるということで利用が進んでいます。

ＦＩＴでは、特に未利用木材とか一般木材を

高い原材料として取り扱っていますので、県と

しては森林の有効利用として林地残材を全て使

い切り、木材の１００％利用を進めようとして

いるのが現状です。

私はヤシガラとかをマレーシア末宗副委員長

まで見に行ったんよ。再生可能エネルギーとい

うのは、要するに日本から二酸化炭素を出さん

ためにやるのが目的なんだけど、海外から原材

料を持ってきて、そんなふうに進めるというの

は、余り日本のためにもみんなのためにもなら

んというのが根本なんよね。企業がもうかるか

どうかは知らんけど。そのことをずっと深く考

えて政策遂行してもらいたい。

要望ですね。（「要望としか言い井上委員長

ようがない」と言う者あり）ほかにございませ

んでしょうか。（「ちょっと関連でいいです

か」と言う者あり）ちょっと待ってください。

委員外議員の方は後ほど。

最近注目のしいたけについてお尋ね木田委員

します。

１６０ページのしいたけ消費拡大推進事業費

で、肉付予算を含めて３千万円の取組が予定さ

れています。このうち肉付予算のクリエーター

を活用したブランディング１，８００万円では、

具体的にどのようなことを取り組まれるのかお

尋ねしたい。

あと、一つ前提として、乾しいたけの消費が

落ち込んでいるということが結構前に出ていま

すけれども、実際にもう今、しいたけ農家が危

機的状況にあって、何とか対策をしなくちゃい

けないということなのか、いや、大分の今ある

しいたけをもっともっと伸ばそうという感じで、

今回たくさん取組を打ち出しているのか。個々

の農家が危機的状況にあるのかお伺いしたいと

思います。

そして、乾しいたけに結構注目が行っていて、

この予算を見ても、生しいたけは６６０万円で、

乾しいたけの対策の方が全体としては大きいわ

けですけれども、流通については、生しいたけ

は国内、国外含めてどういう状況なのか。乾し

いたけの方が価格の落ち込みがあるとか、そん

なところも教えていただきたいと思います。

しいたけ消費拡大推進事業河野林産振興室長

費のうち、原木乾しいたけ再興プロジェクトに

ついて、詳細に御説明します。

さきほど話があったように、生産者が高齢化

していて、新規参入者を確保するためには、や

はり単価を上げていくことが必要なので、みん

なに知ってもらい、食べてもらうことで単価の

上昇につなげていくよう、離れている消費を戻

していきたいと思っています。

我々は今までずっと従来の売り方をしていた

んですけれども、「ためしてガッテン」でも紹

介されたように、アイスクリームに振りかけて

食べるとか、今、朝地ではそういうソフトクリ

ームも商品化されています。新しい視点で、さ
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きほど言った従来のだしとしての利用法以外の

売り方や新しい販売の仕方、そしてネーミング

も含めた動きをクリエーターと一緒に考えて、

そして新しいブランドとして打ち出していきた

いと思っています。

また、危機的な状況に関しては、実は価格が

今年の１月、２月に２千円台まで落ち込みまし

た。これを生産者が意欲が湧く金額、４千円と

言われているんですけども、そこまで持ち上げ

るには、やはり新しい工夫で消費拡大を進めた

いと思っています。

それから、生しいたけについてです。実は原

木生しいたけは、京都の市場で物すごく評価が

高い産品です。大分市の生産農家を中心に、生

しいたけ生産の協議会を立ち上げて、今は安定

的に市場に送っており、昨年度は９トンを京都

市場に送ることができました。今年度は１０ト

ンを目標にさらに広げていって、季節限定では

ありますが、冬場の消費拡大に寄与したいと考

えています。

キロ２千円まで落ち込んでいたとい木田委員

うのは大変な状況ですね。やっぱり４千円まで

行けばという気持ちがあるので。どういった対

処が必要かは分かりませんけど、今日の新聞で

も、香港では外食関係に安い中国産がかなり入

っていると書かれていて、影響が大きいんだろ

うなと思います。さきほどあったみたいに、ヨ

ーロッパはいいと思います。フランス料理、ス

ペイン料理、イタリア料理、これらに大分のし

いたけが乗れば、また何か新しい展望があるん

じゃないかと思います。

あと、国内流通については、以前、米消費拡

大運動ということで、平成元年ぐらいだったか、

あの辺から大分市では吉野の鶏飯があります。

何かそういったいい商品を開発すれば国内流通

も頑張れるんじゃないかと思いますので、よろ

しくお願いします。また、生しいたけも頑張っ

ていただきたいと思います。

６３ページの農業次世代人材投末宗副委員長

資事業費――補正じゃなくてごめんね。前回の

委員会に私は出席していないもんで、話が混ざ

って悪いんだけど、この事業で７億８，４００

万円ほど予算がある。何年ぐらいやってきたん

か分からんけど、まず、３０年度の実績を教え

ていただきたい。

次に、農地中山間も、県の計画と実績がどう

なっているか、大体計画の方向に行っているの

かどうかを含めて説明をお願いしたいと思いま

す。

それともう１点、農産物の輸出について、予

算概要に載っているかどうか分からんけど、ど

こかにあるやろうき、日韓の関係がこういうふ

うに非常に悪いときに韓国への輸出は今現在、

どのぐらいの実績があるんか。今年は恐らく修

正しないといけないと思うんだけど、その辺り

を含めて現状を教えていただきたい。

農業次世代宇都宮新規就業・経営体支援課長

人材投資事業費の実績ということで、６３ペー

ジの事業概要欄に、国庫事業で準備型と経営開

始型というのがあります。平成３０年の実績で

準備型が８３名、開始型が２５６名となってい

ます。

金額的にはこれで大体７億８千末宗副委員長

万円になるんやね。

毎年若干人宇都宮新規就業・経営体支援課長

が増えたり減ったりはありますけれども、年々

新規就農者は増えていますんで、金額的には毎

年、若干増えぎみで予算計上しているところで

す。

後は何ですかね。中山間。（「い井上委員長

や、中間管理機構」「８０ページでいいんです

よね」と言う者あり）

そうそう、実績でいいんよ、大末宗副委員長

体。県の計画どおりに行っとるかどうかだけ。

農地中間管理推田染農地活用・集落営農課長

進事業費の実績です。現在、令和５年度までに

９割の集積を目標に設定して推進しています。

現在の実績として、平成３０年度については、

５８５ヘクタールの集積が行われています。そ

の中で新規集積の部分については２２５ヘクタ

ールです。比率で言うと、前年度から１．２％

の増加で、４１．３％が担い手に集積されたと

いう状況です。

計画どおり行っているかどうか末宗副委員長
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を聞きたいんだけど。大体。

大体計画どおりということでいい井上委員長

ですか。

当初示した計画田染農地活用・集落営農課長

で比べると、平成３０年度は目標では４７％と

設定していましたけれども、実績は４１．３％

ということで、まだまだ足りないという状況に

なっています。

韓国への輸出小関おおいたブランド推進課長

の状況ですけれども、農林水産物に関しては本

県産の輸出はゼロとなっています。（「ゼロ」

と言う者あり）はい。

中間管理機構の実績が４１．３末宗副委員長

％ということで、計画よりちょっと低いんだけ

ど、宇佐平野でだいぶあって、私の地元の関係

もあるから、今後の見通しについて、宇佐の見

通しも含めて説明を願いたいんだけどね。

現在の取組状況田染農地活用・集落営農課長

についてです。実績としては、九州の中でもか

なり低いという状況ですけれども、大分県のよ

うに中山間地が７割を占めている県の中では、

かなり頑張っているという結果です。

ちなみに、中山間地の地域率が６０％以上と

いうところで線引きをした他県との比較では、

大分県は何とか１位ということで、立地条件の

悪い中ではかなり努力をして集積を進めておる

という状況です。

宇佐については、ちょっとお時間をいただい

て、後ほど回答をしたいと思います。

さきほど韓国小関おおいたブランド推進課長

への輸出がゼロと言いましたけれども、これは

食べ物に関してです。韓国にはそのほか丸太と

製材品での輸出の実績があります。３０年度の

実績で、丸太は１，０５０立方メートル、製材

品は１，３１２立方メートルとなっています。

平成３０年度の農地集積の森本理事兼審議監

関係ですけど、宇佐市については６９．５％で、

県全体の市町村の中でも最も集積が進んでいる

市となっています。

もう１点だけいいですか。農地末宗副委員長

中間管理機構の関係やけどね、計画どおりに行

かなくて、どこかで線を引いてその中で１番と

か言い訳はするんだけど、計画段階で分かって

いるわけやきね。計画するときにはそういう想

定じゃなくて計画をしていると私は思うんだけ

ど、国から無理やり言わされたんか、そこら辺

りの本音を聞いた方がいいんだけどね。後から、

今の実績はこうだから、それを正当化するため

にどこかからデータを持ってきてというやり方

は余り良くないんじゃないかという感じがする

んだけど。部長、今後よろしく。

目標９０％というのがあっ大友農林水産部長

て、そこは委員がおっしゃるように、かなり高

いかなと思っています。ただ、全国的にそうい

う目標に向かっていくということで単年度の目

標を立てていますんで、それに向けてしっかり

やっていきたいと思います。

１８２ページの山地災害防災対策強河野委員

化推進事業費について、その中の山腹崩壊危険

地区の調査委託料が３２２地区に対して３，５

００万円で、１地区当たり１０万円ちょっとの

委託料になろうかと思いますが、この３２２地

区をいつまでに調査するのか、今年度中なのか。

そして１か所１０万円でどの程度の調査ができ

るのか。山腹崩壊ということは、深層崩壊を指

しているんだと思うんですけれども、目視点検

にとどまるのか、それとも全体の土地が動いて

いる、山が動いているということを何らかの方

法で定点観測するのか、どういった方法でこの

３２２か所の危険性を評価するのか教えていた

だきたいんですが。

山腹崩壊危険地区の現地点樋口森林保全課長

検についてですけど、土木事務所で土砂災害警

戒区域の現地点検をやっていますので、土砂災

害警戒区域の点検から漏れている箇所で山腹崩

壊危険地区のみの設定になっているところを点

検するもので、土木事務所のやっている点検と

合わせて、全県の点検が終わるということにな

ります。人家のある山腹崩壊危険地区ですね。

点検内容については、現地の目視点検で、例

えば落石があるとか、ちっちゃいクラックが発

生しているとか、そういったものを点検して、

もし異常があれば、さらに詳細な調査に進んで

いきますので、１か所１０万円程度と、余りお
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金がかからないような調査内容となっています。

なお、現地点検自体は６月には完了しており、

今は点検結果の取りまとめ中です。今年度中に

全ての調査が終わるようになっています。

この前、金吉川を見せていただいた河野委員

ときも、崩壊の原因は何なのかということをだ

いぶ議論しました。いわゆる水みちができてい

たんではないか、地下水がかなり浸潤していた

んじゃないか。それによって表土と地盤との間

にすき間ができて、そこが滑りやすくなってい

たんじゃないかとか、いろいろありますけれど

も、今聞いたところ、目視点検でそういった危

険箇所の判定が十分にできるのかとすごく疑問

に思います。目視で何らかの兆候があったとき

に詳細点検をやるという話だったんですけれど

も、これで例えば金吉川のような突然の崩壊の

兆候をつかめるのか、専門家等に意見を聞いて

いたりするんでしょうか。

この事業での山腹の点検は、樋口森林保全課長

金吉川のものとは分けて考えていただきたいと

思います。金吉川沿いの崩壊の点検については、

現在、調査手法を研究しており、今年度モデル

的に５か所程度、金吉川の崩壊地周辺で実際に

調査をやって、それで調査手法を確立した後、

次年度以降、金吉川沿いで調査を進めていくと

いう段取りになっています。

それじゃ何のためにこの事業を組ん河野委員

だのかという話にならないでしょうか。今言っ

たのは、金吉川系は別途やっているからという

ことですが、この山腹崩壊危険地区３２２か所

を土木も一緒になって点検しているのは、金吉

川での災害があったから、それを契機としてこ

ういう危険箇所を早く点検したいということじ

ゃないんですか。それなのにこのやり方で十分

なのかということについて、まともに答えてい

ないと思うんですが、どうでしょうか。

そういう懸念は当然あると樋口森林保全課長

思いますけど、この山腹崩壊危険地区の点検は、

あくまでも土砂災害警戒区域の点検にあわせた

点検です。金吉川での崩壊を一つの契機として、

早く山腹崩壊危険地区の点検を進めるというこ

とで今年度やっていると御理解いただきたいと

思います。

４０ページの「おおいたの有機」産原田委員

地づくり加速化事業費について質問します。

予算特別委員会でロットの確保という話が出

ていました。私が何人か有機農業をやっている

方にお聞きすると、多くの方は、ここで言うト

ップランナーじゃないかもしれないですけど、

契約で消費者と結び付いていて、共同出荷体制

というのはなかなか厳しいだろう、体制を作っ

ていくのは大変なんだろうなと思うんで、その

取り組み方について伺いたいと思います。

また、今回の予算概要には、共同出荷体制と

ともに出荷調整施設というのが載っているんで

すが、これはどういうものを指すのかお聞きし

たいと思います。

次に、６６ページの女性就農者確保対策事業

費について、女性向け農機具って書いているん

ですけど、細かいですが、これは具体的にどん

なものを指すのか教えてください。

３点目は、商工観光労働部の事業の中に食観

光推進事業があります。大分の観光の中で食を

メインとしてＰＲしていこうという取組です。

また、おおいたブランド推進課の中にもラグビ

ーワールドカップでの事業があります。部をま

たぐ内容の事業について、今それぞれの部で予

算計上されているわけなんですけど、そういっ

た部の垣根を越えた事業の推進については、予

算の確保を含めて今のままのやり方でいいのか

と思っているんで、この点についてはぜひ大友

部長に答えていただければと思います。

以上、３点お願いします。

有機農業についてお答三浦地域農業振興課長

えします。

これまで有機農業者は自分で生産を行って、

自分で販売先を見つけて、特に消費者と１対１

の取引というのが非常に多くありました。逆に、

この販売先の確保が新規就農する場合のハード

ルにもなっていました。大きくやっている方で

も、時期によって生産量の増減がありますが、

例えば量販店とかだと安定的に出荷してほしい

という要望があるので、一定程度の規模を持っ

た人がその周辺の方と一緒になってグループを
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組むことで、ロットを少しでも増やして量販店

の要望に対応できるようにしようということと、

新しい人も販売先を考えなくてもそのグループ

に入れば販売できるということでグループ化を

進めてきました。

今、県内でも八つのグループができているん

ですけれども、グループでも時期により得意と

する品目も違いますし、時期による増減もあり

ますので、今回、さらに連携してお互いの足り

ないところを補い合えるようにと考えていると

ころです。

それから、二つ目の質問の生産力向上対策の

中の出荷調整施設ですけれども、出荷するとき

や個別配達するときに野菜の調整をして、それ

ぞれ箱詰めして出すわけなんですけど、その調

整施設を造ろうと考えています。

女性就農者宇都宮新規就業・経営体支援課長

確保対策事業費の女性向け農機具についてです。

今、国がメーカーと一緒に女性向けの農機具の

開発を進めており、例えば、トラクターだと、

イメージ的に女性は小柄なので、乗り降りが大

変だということで補助用のグリップが付いて乗

りやすくなっていたり、トラクターのシートが

前後にスライドして体に合わせてハンドルを握

れるようになっていたりします。また、背中に

背負って農薬をかけたりする動力噴霧器では、

バッテリー式で電動で噴霧できるものもありま

す。

開発の方向は女性向けとなっていますが、我

々が使っても非常に使いやすい機械という形で

今開発が進んでいるところです。それを女性向

け農機具として概要に記載しました。

食観光の部局間連携につい大友農林水産部長

てです。食に関わらず、例えば海外輸出、食品

産業の育成、６次産業化も含めて、当然各部、

各課で予算を持っています。そうしたときに、

予算編成と組織の両方が議論になると思います。

例えば、輸出はもう全部商工観光労働部でいい

じゃないかとか農林水産部でいいじゃないかと

いった議論も当然出てきています。ただ、扱う

ものが加工品であったり、生鮮品であったり、

そこら辺が違うので、当然連携もしながら、そ

れぞれのセクションで予算を計上しましょうと

いうことで、議論は常にありつつ、今の形にな

っているというのが現状です。ただ、予算執行

の際には、その部あるいは課が完全に単独でや

るわけじゃなくて、例えば海外でフェアをする

とすれば、そこにどういったものを持っていく

かなど、連携しながらやっています。

さきほどの韓小関おおいたブランド推進課長

国への輸出実績ですが、さらに詳細に調べまし

たら水産の関係で若干ありました。３０年度の

実績は、養殖のクロマグロが５４キロでしたが、

養殖のブリは若干の量があり、４５トンでした。

何度も修正して申し訳ありません。

見込みはどうやろうかね。末宗副委員長

今のところ、小関おおいたブランド推進課長

隣の中国については、やっぱり巨大なマーケッ

トがありますので、将来的には開拓の余地があ

るかなと私どもは思っていますけれども、韓国

は、生鮮農産物のターゲットとしては特に重要

視していない状況です。最近国交関係が余り良

くないということもありますので、余地があれ

ば今後検討したいと思っています。

気を付けてやってください。末宗副委員長

さきほど末宇都宮新規就業・経営体支援課長

宗副委員長から農業次世代人材投資事業費の３

０年度の金額的な実績について質問がありまし

たが、私がお答えしたのは予算の話でした。実

績では、国の準備型、経営開始型を合わせて４

億円ちょっと支払っています。予算は７億円ぐ

らい準備していますけど、我々が思っていたよ

りも実際に交付した人数が１４０人ぐらい少な

かったということで、執行率で見ると約６割と

なっています。申し訳ありません。

それでは、委員外議員の方は、御井上委員長

質疑はありませんか。

この資料で分からなかったの後藤委員外議員

があって、資料をいただければと思って。

一つは、「おおいたの有機」産地づくり加速

化事業費についてです。概要に産地拡大と書か

れているんですけど、例えば規模とか売上げを

どの程度お考えか聞かせていただきたい。

それから、トップランナーというのはどうい
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ったところを指すのか。そしてさっき原田委員

が言われた共同出荷体制を今後どうするのか教

えていただきたい。何でこれを聞くかと言うと、

例えばイオンは完全に撤退したんですかね。あ

そこは慣行栽培で入ってきて有機農業に転換し

て、もうからないから多分出ていったんですけ

ど、結果、ああいうふうになるところが増える

んじゃないかなと懸念しています。県の予算で

企業が参入したものの、結局何か訳が分からな

いうちにいなくなることが結構あるもんですか

ら、有機農業に力を入れるんだったら、その辺

を考えていただきたいなと思っています。

それから、地域農業経営サポート機構につい

ても、当初できるときにいろいろ関わったので

思うんですけれども、人・農地プランとの兼ね

合いを最初からきちんとしておいた方がいいん

ではないかなと思っています。今回、人・農地

プランを国から言われて見直すという話も聞い

ているんですけど、当初は、大分県下の市町村

で人・農地プランができていないところも確か

多かったと聞いています。７７ページの人・農

地プラン推進事業費の概要を見ると「効率的か

つ安定的な大規模水田農業経営を確立するた

め」と書いていて――僕は水田畑地化と聞いて、

すばらしく良いとは思うんですけど、結果的に、

水田農業をしているところは、これをやろうと

思ったら麦や大豆をしないといけなくなり、今、

麦や大豆の出荷体制がなかなか厳しいもんです

から、果たして県がこういうのをやって、うま

く行くのかなと感じています。

あと、新規就農者が増えるのは良いことだと

思うんですけど、その内訳ですね。芋やピーマ

ン、ねぎ、いちご、その辺が多いと思うんです

けど、いずれ人口減少で消費がだんだん減って

いって、芋やピーマンばかりを食べるとは思わ

ないもので、実際にライバルがどんどん県内に

増えていく状況について、新規就農者の打ち止

めというのはないかもしれませんけれど、今後

の新規就農者についてのお考えがあれば。

この３点について教えていただきたいと思い

ます。

まず有機農業について三浦地域農業振興課長

です。産地拡大等の目標はということですが、

平成２９年に第２次大分県有機農業推進計画を

作りました。その中で、有機ＪＡＳ認証圃場面

積を４００ヘクタールに拡大するという目標を

設定しています。今までの実績は、平成３０年

度末時点で２９６ヘクタールとなっています。

次に、トップランナーとはということなんで

すけれども、有機ＪＡＳ認証を受けた比較的大

きな生産者と考えており、さきほどグループ化

という話をしましたけれども、そのグループ化

の中心となれる生産者と考えています。

それから、三つ目のイオンについては、臼杵

農場、九重農場とも有機ＪＡＳ認証を取ってお

り、今も続けていると伺っています。

地域農業経営サ田染農地活用・集落営農課長

ポート機構については、議員御案内のとおり、

やはりまだまだ活動が始まったばかりというこ

とで、これからもこの機構自体の機能強化には

しっかり取り組みたいと考えています。

そういった中、現在出来上がっている機構は、

担い手不在集落の解消に貢献しています。４機

構で１７７の担い手不在集落が解消されていま

すし、また、活動の中で鳥獣害関係の防護柵の

設置支援や耕作放棄地の再生支援、そして日本

型直接支払制度の事務代行などについても取組

が開始されたところです。今後も引き続き、機

能強化とあわせ、県下のサポートできるエリア

を拡大するという意味でも、新たな設置に向け

て支援をしていきたいと思っています。

それから、人・農地プランについては、約８

割の地域がプランのエリアに設定されています。

大分県では、人・農地プランの設定当初は集落

単位ということで策定を進めてきました。そう

いう状況の中で、プランが事業の実施要件とな

り、プランのエリアが広域化されていったとこ

ろで、このプラン自体がなかなか機能していな

いという話になり、国が人・農地プランの実質

化を促しています。今後、この実質化を進めな

がら、地域営農、地域農業の振興に寄与できる

よう進めていくことにしています。

具体的には、集落単位で担い手と農地の関係

のアンケートを行って、地域の担い手と農地の
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洗い出しをして、具体的にそういった農家、農

地を今後どういう形で集積していきますよとい

う将来方針まで策定して、この実質化を進めて

いくことにしています。当然本県についても、

そういった実質化に向けて現在準備を進めてい

るところです。

３点目の大規模化についてですが、麦、大豆

の栽培も行っていかなければいけないという状

況はあります。今回、水田農業の構造改革とい

うことで畑地化というプロジェクトを組んで進

めていますけれども、その中で水田の担い手の

すみ分けについてもしっかり視野に入れて現在

協議を進めています。水田は多いので、畑地化

するだけで農地を維持できるという形には当然

なりません。水田の担い手、米・麦・大豆の担

い手の育成を図りつつ、また経営規模の拡大や、

経営改善に向けての園芸品目の導入などを推進

して畑地化を進めていきたいと考えています。

新規就農者宇都宮新規就業・経営体支援課長

確保にあたっての観点についてです。大分県の

農業経営体数は、平成２７年の農林業センサス

では２万５，４１６で、１０年前の平成１７年

が３万６，２７５ですから、１０年間で農業経

営体の数が１万経営体減少しているという状況

です。農業という仕事は地域密着型の産業です

ので、新規就農者が地域に入って地域を活性化

すると言うか、地域を元気にしていただく要素

が十分あるんだろうと私どもは感じています。

さきほどピーマンとかんしょばかりという話

もありましたけれども、国の自給率が４０％を

切り、３８、３９％という中で、まだまだ国産

品をしっかり作っていってもいいんではなかろ

うかと思っていますし、我々は戦略品目という

形で品目を定めて取組をしています。消費も含

めた需給バランスを見た上で戦略品目を選定し

ていますので、ピーマン、いちご、トマト、白

ねぎで、新規に入っていただく方が非常に多い

状況になっています。これからも我々は頑張っ

て新規就農者をできるだけたくさん確保して、

地域を元気にしていきたいと考えているところ

です。（「ありがとうございました」と言う者

あり）

ほかにありますか。（「個別に聞井上委員長

きます」と言う者あり）御質疑等もないので、

これより採決に入ります。（「いない」と言う

者あり）末宗副委員長が席を外していますので、

次の議案の説明をしてもらってから採決しまし

ょう。

それでは続いて、第５３号議案令和元年度大

分県林業・木材産業改善資金特別会計補正予算

（第１号）について、執行部の説明を求めます。

予算概要の２３０ペ渡辺団体指導・金融課長

ージをお願いします。

第５３号議案令和元年度大分県林業・木材産

業改善資金特別会計補正予算（第１号）につい

て、御説明します。

補正予算の額は、下の歳出の表中、左から３

番目の補正予算額の一番下にあるとおり、１億

４，４４１万８千円で、これを一つ左の欄の既

決予算額８億６，３６２万５千円を加えると、

総額１０億８０４万３千円となります。

次に２３１ページをお願いします。主な内容

について御説明します。

林業・木材産業改善資金貸付金、補正予算額

１億２，５００万円です。これは、林業や木材

産業の経営開始あるいは規模拡大を図るため、

機械、施設等を整備する際に必要な資金を無利

子で貸し付けるものです。

以上で説明は終わりました。井上委員長

これより質疑に入ります。何かございません

でしょうか。

〔「なし」と言う者あり〕

委員外議員の方は。井上委員長

〔「なし」と言う者あり〕

続いて、第５４号議案令和元年度井上委員長

大分県沿岸漁業改善資金特別会計補正予算（第

１号）について、執行部の説明を求めます。

予算概要の２３８ペ渡辺団体指導・金融課長

ージをお願いします。

第５４号議案令和元年度大分県沿岸漁業改善

資金特別会計補正予算（第１号）について御説

明します。

補正予算の額は、下の歳出の表中、左から３

番目の補正予算額の一番下にあるとおり１億８
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２万５千円で、これを一つ左の欄の既決予算額

２億２,１０９万３千円に加えると、総額３億

２,１９１万８千円となります。

次に２３９ページをお願いします。主な内容

について御説明します。

沿岸漁業改善資金貸付金、補正予算額１億円

です。これは、沿岸漁業従事者に対して、漁業

経営や生活改善、青年漁業者の養成・確保のた

めの研修等に必要な資金を無利子で貸し付ける

ものです。

以上で説明は終わりました。井上委員長

これより質疑に入ります。何かございません

でしょうか。

〔「なし」と言う者あり〕

委員外議員の方はありませんか。井上委員長

〔「なし」と言う者あり〕

まだ帰ってこない。（「はい」と井上委員長

言う者あり）続いて、第６６号議案令和元年度

における農林水産関係事業に要する経費の市町

村負担について、執行部の説明を求めます。

委員会資料の１ページ田邉農林水産企画課長

をお願いします。

第６６号議案令和元年度における農林水産関

係事業に要する経費の市町村負担について、御

説明します。

これは、一番下に記載しているとおり、「防

災・減災、国土強靱化のための３か年緊急対

策」と連携しつつ、地方が単独事業として実施

する農業水利施設等の防災インフラの整備を促

進するため、国が新たに緊急自然災害防止対策

事業債を創設したことに伴うものです。

この事業債を活用し、国の補助事業の基準な

どから外れるため池の廃止や漁港海岸の護岸改

良などを、市町村負担をいただきながら、県単

独事業として実施したいと考えています。

議決の対象となる事業は、表の一番上、１農

林水産業施設災害防止緊急対策事業であり、一

番右に追加する負担割合を記載しています。

今回は、この負担割合を追加して定めること

について、法の規定に基づき議決を求めるもの

です。

今回の議案の提出にあたっては、事前に関係

市町村から同意をいただいています。

以上で説明は終わりました。井上委員長

これより質疑に入ります。

〔「なし」と言う者あり〕

委員外議員の方、御質疑はありま井上委員長

せんか。

〔「なし」と言う者あり〕

それでは、皆さんそろいましたの井上委員長

で最初の補正予算から採決します。

まず、第５２号議案令和元年度大分県一般会

計補正予算（第１号）のうち本委員会関係部分

については、原案のとおり可決すべきものと決

することに、御異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

御異議がないので、本案のうち本井上委員長

委員会関係部分については、原案のとおり可決

すべきものと決定しました。

次に、第５３号議案令和元年度大分県林業・

木材産業改善資金特別会計補正予算（第１号）

は、原案のとおり可決すべきものと決すること

に、御異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

御異議がないので、本案は原案の井上委員長

とおり可決すべきものと決定しました。

続いて、第５４号議案令和元年度大分県沿岸

漁業改善資金特別会計補正予算（第１号）は、

原案のとおり可決すべきものと決することに、

御異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

御異議がないので、本案は原案の井上委員長

とおり可決すべきものと決定しました。

次に、第６６号議案令和元年度における農林

水産関係事業に要する経費の市町村負担につい

ては、原案のとおり可決すべきものと決するこ

とに、御異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

御異議がないので、本案は原案の井上委員長

とおり可決すべきものと決定しました。

続いて、第６７号議案大分農業文化公園の設

置及び管理に関する条例の一部改正について及

び第６８号議案大分県央飛行場の設置及び管理

に関する条例の一部改正については、いずれも
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消費税法等の一部改正に伴う議案ですので、一

括して執行部の説明を求めます。

委員会資料の２ページ三浦地域農業振興課長

をお願いします。

第６７号議案大分農業文化公園の設置及び管

理に関する条例の一部改正について、御説明し

ます。

農業文化公園の指定管理にあたっては、利用

料金制度を導入しており、条例に規定する上限

額の範囲内で、利用料金を徴収しています。

本改正は、１０月１日に予定されている消費

税率の改定に伴い、利用料金の上限額の見直し

を行うものです。

改正後の額は、表の一番右に記載しています

が、端数処理の関係上、今回、網かけをしてい

る利用料金についてのみ、額の改正が生じるも

のです。

施行期日は、消費税率の改定の予定日である

令和元年１０月１日としています。

委員会資料の３ページ加藤農村整備計画課長

をお願いします。

第６８号議案大分県央飛行場の設置及び管理

に関する条例の一部改正について、御説明しま

す。

本改正は、１０月１日に予定されている消費

税率の改定に伴い、使用料の見直しを行うもの

です。

改正後の額は、着陸料、停留料、格納庫使用

料のそれぞれについて、表の一番右に記載して

いるとおりです。

施行期日は、消費税率の改定の予定日である

令和元年１０月１日としています。

以上で説明は終わりました。井上委員長

これより質疑に入ります。

理由は分かりました。今、農業文化原田委員

公園の利用者ってどれぐらいなんですか。

農業文化公園の年間来三浦地域農業振興課長

場者数は、年によって凸凹はありますが、平均

すると約２６万人です。

多いのか少ないのかよく分かんない原田委員

んですけど、キャンプブームの中で利用者が多

くなったらいいなと思います。

ほかにありませんか。井上委員長

〔「なし」と言う者あり〕

委員外議員の方、御質疑はありま井上委員長

せんか。

〔「なし」と言う者あり〕

別に御質疑等もないので、これよ井上委員長

り採決に入ります。

まず、第６７号議案大分農業文化公園の設置

及び管理に関する条例の一部改正について、採

決を行います。

本案は、原案のとおり可決すべきものと決す

ることに、御異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

御異議がないので、本案は原案の井上委員長

とおり可決すべきものと決定しました。

次に、第６８号議案大分県央飛行場の設置及

び管理に関する条例の一部改正について、採決

を行います。

本案は、原案のとおり可決すべきものと決す

ることに、御異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

御異議がないので、本案は原案の井上委員長

とおり可決すべきものと決定しました。

続いて、第６９号議案大分県国立研究開発法

人森林研究・整備機構事業特別徴収金徴収条例

の廃止について、執行部の説明を求めます。

委員会資料の４ページ加藤農村整備計画課長

をお願いします。

第６９号議案大分県国立研究開発法人森林研

究・整備機構事業特別徴収金徴収条例の廃止に

ついて、御説明します。

１条例の概要ですが、本条例は、国立研究開

発法人森林研究・整備機構の前身団体である農

用地整備公団が実施した農用地整備事業におい

て、受益者が、事業完了公告後８年以内に、そ

の受益地を目的以外の用途に供した場合に、県

が受益者から徴収する特別徴収金について定め

たものです。

点線箇所に、県内で実施した農用地整備事業

について記載していますが、旧久住町、旧直入

町、旧庄内町において、平成７年から１７年度

にかけ、区画整理や農業用道路の事業を実施し
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たものです。事業完了については、平成１８年

５月２日に公告をしています。

２廃止理由ですが、時系列の図にあるように、

平成１８年５月２日の事業完了公告後、特別徴

収が可能な期間として平成２６年５月１日まで

の８年間、それに加え、特別徴収金の債権の時

効期間である５年間、合わせて１３年間を債権

が発生すると考えられる期間として条例を存置

してきましたが、令和元年５月１日をもって、

その期間が経過しました。

これにより、本条例を存置する必要がなくな

りましたので、廃止するものです。

施行日については、公布の日としています。

以上で説明は終わりました。井上委員長

これより質疑に入ります。

１点いいかな。もうこれで農用末宗副委員長

地整備公団の分は全て終わり。

事業はもう平成１８年加藤農村整備計画課長

に終わっており、今、支払がまだ続いています

が、目的外の用途に供した場合の特別徴収金に

ついてはもう時効が成立するので、この条例を

廃止したいということです。（「この分は全て

これで終わりやね」と言う者あり）はい。

（「分かりました」と言う者あり）

ほかにありませんでしょうか。井上委員長

〔「なし」と言う者あり〕

そしたら、委員外議員の方、御質井上委員長

疑は。

債権の消滅時効なんですが、太田委員外議員

実際に不納欠損になった分があるのかどうかだ

けお尋ねしたいんですが。

今回の廃止にあたって、加藤農村整備計画課長

事前に市町村等にももう一度、そういうものが

ないということを確認した上で、今回条例を廃

止したいと考えています。

ほかにありませんでしょうか。井上委員長

〔「なし」と言う者あり〕

ほかに御質疑等もないので、これ井上委員長

より採決に入ります。

本案は、原案のとおり可決すべきものと決す

ることに、御異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

御異議がないので、本案は原案の井上委員長

とおり可決すべきものと決定しました。

続いて、第７０号議案大分県森林環境譲与税

基金条例の制定について、執行部の説明を求め

ます。

委員会資料の５ページをお中野林務管理課長

願いします。

第７０号議案大分県森林環境譲与税基金条例

の制定について、御説明します。

この条例は、森林環境税及び森林環境譲与税

に関する法律が平成３１年４月１日に施行され

たことに対応するものです。

この法律の主な内容は次の４点です。

１点目は、森林環境税は、令和６年から一人

当たり年額千円を徴収すること。

２点目は、市町村及び都道府県に譲与される

森林環境譲与税は、本年９月から譲与が開始さ

れること。

３点目は、都道府県に譲与される森林環境譲

与税は、森林整備等を実施する市町村の支援等

に使うこと。

４点目は、森林環境譲与税の使途を、適切な

方法により公表すること、以上が定められてい

ます。

このため、２基金設置の理由に記載している

とおり、森林環境譲与税を他の財源と明確に区

分した上で、本譲与税を活用し、市町村の支援

等を柔軟に実施していくために、基金を設置す

るものです。

施行期日については、公布の日としています。

以上で説明は終わりました。井上委員長

これより質疑に入ります。どなたかありませ

んでしょうか。

昨日、予算特別委員会でガイドライ原田委員

ンをいただきました。ありがとうございました。

その中でちょっと質問したいんですけど、これ

から経営管理権集積計画が作られていくんだろ

うなと思うんですけど、実際に今その動きがど

うなっているのかお聞かせください。

今、ガイドラインでこの集中野林務管理課長

積計画の流れを示しているところです。ただ現

在、市町村では、経営放棄された森林、要は森
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林環境譲与税の対象となる森林の抽出作業をま

ず始めることとしており、この集積計画は、ま

だ県内では具体的には進んでいない状況です。

ほかにありませんでしょうか。井上委員長

〔「なし」と言う者あり〕

委員外議員の方、ございませんか。井上委員長

予算特別委員会でも若干聞きま堤委員外議員

したけれども、この図を見ると、令和元年から

５年の間は３００億円前後で積立てをすると。

この分については令和６年から森林環境税を一

人１千円徴収し、そのうちの一部から償還され

るのだから、令和元年の分は、令和６年にみん

なが払う１千円から戻るということになるわけ。

これは分かるな。以前もその説明を受けたとき

に話したけれども、これは税をダブって払うこ

とになるんではないかという思いがある。結局、

令和６年の森林環境税のうち２００億円は令和

元年の分として返済されるわけでしょう。そう

考えれば、結局令和元年からもう森林環境税を

払っているようなもんという認識でいいわけか

な。

令和７年から６００億円、中野林務管理課長

全国で配分が計画されています。その中から例

えば令和元年には２００億円が配分される予定

なんですけど、これについては、さきに森林環

境税の特別会計において借入れを行い、そして

徴収してからこの２００億円を返済していくと

いうことになりますので、ダブりではないと認

識しています。

前借りみたいなもんですわ。後堤委員外議員

で払うから前借りすると。しかし、今、県には

森林環境税があるよね。お金の使い道は若干違

うけれども、ネーミングが一緒だから非常に分

かりにくいという面があって、結局、国のは前

借りで令和元年度に払うし、県の森林環境税も

令和元年度に払うという状況でね。その部分で

はダブって払うように県民が感じてしまうこと

は当然あると思うよね。

それで、私が予算特別委員会で聞いたのは、

県の森林環境税について、令和３年でしたっけ、

何年度かに条例改正も含めて検討すると言って

いた。しかし、それについて廃止も含めて検討

するのかと問いかけたら、それに対しては全く

回答がなかったね。県の森林環境税も残した上

で、国の１千円も徴収することを基本的な考え

方としているのか、回答できますか。回答がな

かったもんね、あのとき。

主伐あるいは再造林の増加、中野林務管理課長

そして災害への対応など、森林、林業を取り巻

く行政費用は増大していますので、あくまで県

としては、県の森林環境税は継続すべきである

と考えていますけど、これはまた外部委員会の

方々に意見を聞きながら検討していきたいと思

っています。（「いいですよ」と言う者あり）

ほかにありませんでしょうか。井上委員長

〔「なし」と言う者あり〕

ほかに御質疑等もないので、これ井上委員長

より採決に入ります。

本案は、原案のとおり可決すべきものと決す

ることに、御異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

御異議がないので、本案は原案の井上委員長

とおり可決すべきものと決定しました。

続いて、第７１号議案大分県漁港管理条例の

一部改正について、執行部の説明を求めます。

委員会資料の６ペー小手川漁港漁村整備課長

ジをお願いします。

第７１号議案大分県漁港管理条例の一部改正

について、御説明します。

まず、県管理漁港におけるプレジャーボート

係留等の許可制度の導入についてです。

１これまでの動きですが、東日本大震災にお

ける放置艇等による２次災害の発生などを契機

として、平成２５年に「プレジャーボートの適

正管理及び利用環境改善のための総合的対策に

関する推進計画」を国が策定し、１０年間で放

置艇を解消することを目標に掲げました。

こうした国の動きに呼応し、県では平成３０

年６月に大分県プレジャーボート等の係留保管

の適正化に関する条例を制定し、漁港と港湾、

河川の３水域の管理者が連携して、プレジャー

ボート対策に取り組む方針を定め、その方針を

具体化するため、今定例会において大分県漁港

管理条例の改正案を提出するものです。
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２改正条例の概要（目的）です。

プレジャーボート等の漁港内での停係泊など

は、漁港管理者である知事が指定するエリアに

限ることとし、かつ、知事の許可を要するもの

とすることで、放置艇を解消し、漁港管理の適

正化を図ります。

具体的には、まず（１）にあるように、プレ

ジャーボートと漁船等との係留場所をゾーニン

グし、すみ分けをします。

資料下のイメージ図を御覧ください。青色の

点線で囲んでいる漁港全体を①放置等禁止区域

とし、あわせて、赤色の点線で囲んでいるプレ

ジャーボートを②放置等禁止物件として知事が

指定・公示します。

これにより、漁港区域内ではプレジャーボー

トの係留等ができなくなります。

なお、こうした手続は、全て現行の漁港漁場

整備法の規定に基づくものです。

その上で、②放置等禁止物件であるプレジャ

ーボートの係留等が可能なエリアとして、黄色

で着色している県が係留環等を整備した施設を、

今回の改正条例に基づく③許可施設として、限

定的に知事が指定・公示し、プレジャーボート

と漁船等の係留場所をすみ分けます。

次に、（２）にあるように、今回の改正条例

に基づき、プレジャーボートを黄色部分の③許

可施設に係留等しようとする場合には、プレジ

ャーボートの所有者は、あらかじめ許可施設の

使用許可を知事から受け、使用料を支払うもの

とします。

なお、許可の期間ですが、プレジャーボート

の所有者を定期的に確認するため、１年を超え

ることができないこととし、引き続き使用する

場合は、更新手続が必要となります。

また、使用料は、プレジャーボートによる岸

壁等の利用形態が港湾と類似していることから、

既に使用料の規定がある港湾施設の料金と同一

とします。

施行期日は、令和２年４月１日としています。

次のページをお願いします。

消費税率の改定及び竹田津漁港の旅客上屋の

解体に伴う使用料の改正についてです。

令和元年１０月１日に予定されている消費税

率の改定に伴い、漁港施設使用料及び土砂採取

料の見直しを行うものです。

また、竹田津漁港に県が設置していた旅客上

屋を解体し、県管理漁港に旅客上屋がなくなっ

たため、使用料の表から削るものです。

施行期日は、令和元年１０月１日としていま

すが、漁港施設使用料の旅客上屋の区分を削る

部分については、公布日とします。

以上で説明は終わりました。井上委員長

これより質疑に入ります。何かございません

でしょうか。

〔「なし」と言う者あり〕

委員外議員の方、御質疑はありま井上委員長

せんか。

〔「なし」と言う者あり〕

特に御質疑等もないので、これよ井上委員長

り採決に入ります。

本案は、原案のとおり可決すべきものと決す

ることに、御異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

御異議がないので、本案は原案の井上委員長

とおり可決すべきものと決定しました。

以上で付託案件の審査を終わります。

次に、合い議案件の審査に入ります。

総務企画委員会から合い議のあった第６０号

議案大分県使用料及び手数料条例の一部改正に

ついてのうち、本委員会関係部分について、執

行部の説明を求めます。

委員会資料の８ページ田邉農林水産企画課長

をお願いします。

第６０号議案大分県使用料及び手数料条例の

一部改正についてのうち、農林水産部の関係部

分について、御説明します。

本改正は、１０月１日に予定されている消費

税率の改定に伴い、使用料の額の見直しを行う

ものです。

２の改正の内容を御覧ください。（１）大分

県林業研究所と９ページの（２）大分県県民の

森の２施設が農林水産部の関係です。

改正後の額は表の一番右に記載していますが、

端数処理の関係で、今回、下線を引いている使
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用料についてのみ、金額の改正が生じるもので

す。

施行期日は、消費税率の改定の予定日である

令和元年１０月１日としています。

以上で説明は終わりました。井上委員長

これより質疑に入ります。どなたかありませ

んでしょうか。

〔「なし」と言う者あり〕

委員外議員の方、御質疑はありま井上委員長

せんか。

〔「なし」と言う者あり〕

別に御質疑等もないので、これよ井上委員長

り採決します。

本案のうち、本委員会関係部分については、

原案のとおり可決すべきものと総務企画委員会

に回答することに、御異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

御異議がないので、本案のうち本井上委員長

委員会関係部分については、原案のとおり可決

すべきものと総務企画委員会に回答することに

決定しました。

以上で合い議案件の審査を終わります。

次に、去る６月３日から２７日にかけて実施

した県内所管事務調査のまとめについて、執行

部より説明をお願いします。

説明に入る前に、一言お礼大友農林水産部長

を申し上げます。

井上委員長をはじめ、委員の皆さまには、６

月３日から２７日にかけ、県内各地の農林水産

部関係地方機関及び農林水産業関係施設に足を

お運びいただき、調査、御指導、御助言をいた

だき、誠にありがとうございました。

本日は、県内所管事務調査のまとめの報告と

して、委員長とも事前に御相談し、ジビエの普

及を推進するための狩猟者への啓発について、

御説明申し上げます。

説明は担当室長から行いますので、よろしく

お願いします。

委員会資料の１０ペ吉松森との共生推進室長

ージをお願いします。

ジビエの普及を推進するための狩猟者への啓

発について、御説明します。

おいしいジビエを消費者に供給し、広く普及

させていくためには、まず狩猟者自身がジビエ

利用を意識した捕獲を行い、適切に処理施設へ

持ち込むことが欠かせません。

そのため、１にあるように、県では捕獲・止

め刺し研修会を開催するほか、狩猟免許の更新

時に、生活環境部が作成した「大分県シシ肉・

シカ肉衛生管理マニュアル」を周知するなど、

狩猟者の技術向上や安心・安全に向けた意識啓

発などに取り組んでいるところです。

加えて、２に記載のとおり、処理施設側も、

狩猟者に対して個体基準、買取り値段、放血処

理の条件、買取り可能日や持込み可能時間とい

った、詳細な受入基準を明確に示すことが必要

であり、また、何よりも処理施設と狩猟者との

信頼関係が重要であることから、この旨を処理

施設にお伝えしていきたいと考えています。

ジビエの普及に向けては、３にあるように、

平成２９年１１月に行政や処理施設などからな

る大分ジビエ振興協議会を立ち上げ、獣肉の解

体処理衛生管理研修会の開催や国産ジビエ認証

の普及活動、学校給食でのジビエ活用、さらに

は県内外でのＰＲ活動などに取り組んでいると

ころであり、引き続き、この協議会を中心に活

動を展開してまいります。

以上で説明は終わりました。井上委員長

これより質疑に入ります。どなたかございま

せんでしょうか。

〔「なし」と言う者あり〕

ちょっと私から。血抜きが重要と井上委員長

いうのは、この前行ったジビエファクトリーで

も詳しく説明があったんですが、そのときに止

め刺しを心臓にする傾向があると聞きました。

それだと血が残ってしまうとかいう話もあった

んですけど、止め刺しをどこにどういうふうに

するとかの指導ちゅうのは、どうしているのか

なと思って。

ジビエの利活用を目吉松森との共生推進室長

的とする場合においては、首の動脈のところを

止め刺しするのが一般的と聞いています。もう

そのまま山の中に埋設等をする場合は、心臓の

方が動物が一気に、楽に死ねるということであ
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れば、そちらの方がいいかとは思います。

ジビエの普及を考えると、この前井上委員長

のところもせっかく持ち込んでくれたけど、実

際には使えないのが多いという話で、あそこの

場合はサファリパークの餌にするという方法が

あるからまだいいですけど、ほかの処理業者の

中にはちょっと疑問が残る肉でもやっぱりもっ

たいないからついつい食肉用にすることもある

らしいんですね。そうするとジビエは臭うとか

言われて、良いものと悪いものが混在するもん

だからなかなか普及しないという話だったんで

す。

海外じゃジビエというのはカロリー抑えめで

スポーツ選手なんかが物すごく好んで食べると

いうことで、非常に高級なものとして普及して

いるということでした。今回の調査では、ハン

ターの方々に心臓を刺す方法が普通に指導され

ていたことが一時期あったみたいなことを言っ

ていたんですけど、やっぱりジビエ普及のため

には、肉として出そうという積極的な気持ちで

ハンターの方に処理してもらえるように、今後

の指導をよろしくお願いします。

今朝の新聞で、豚コレラに関して、原田委員

野生のイノシシが媒体になっている場合が多い

という記事が出ていたんですけど、こういった

ことに対しては検査を含めて一体どうしていく

のかなと思っていますんで、お答え願いたい。

昨年度も県内ではジビエ関河野畜産振興課長

係で５０数頭、血液検査をしており、豚コレラ

を含めて県内では一応異常はありません。

それから今、県内の養豚業者が県外から種豚

などを入れる場合、九州以外のところから入れ

るときには全て検査を実施して、豚コレラ等が

陰性であることを確認して入れています。

よく分かりました。新聞で書いてい原田委員

たんでちょっと気になったもんですから、これ

からも検査は十分やっていただきたいと思いま

す。

ほかに御質疑はありませんか。井上委員長

〔「なし」と言う者あり〕

委員外議員の方、御質疑はありま井上委員長

せんか。

〔「なし」と言う者あり〕

ほかに御質疑等もないので、以上井上委員長

で県内所管事務調査のまとめを終わります。

次に、執行部より報告をしたい旨の申出があ

りましたので、これを許します。

まず、①と②の報告をお願いします。

委員会資料の１１ペー黒垣農村基盤整備課長

ジをお願いします。

ため池の防災対策について御報告します。

上段枠内の経緯に示すとおり、西日本を中心

とした平成３０年７月豪雨では、２府４県でた

め池３２か所が決壊し甚大な被害を及ぼしまし

た。

その際、決壊したため池のうち防災重点ため

池に選定されていなかったものがあったことな

どから、同年１１月、国は、都道府県ごとに定

められていた防災重点ため池の選定基準につい

て、新たに全国統一の基準を策定しました。

この選定基準に従い再選定した結果、１のと

おり、防災重点ため池は、５７２か所から１，

１１２か所となりました。あわせて台帳未掲載

ため池や廃止されたため池を再整理した結果、

県下のため池数は、２，１５０か所から２，１

６８か所へ１８か所増加しました。

今後の対策ですが、防災重点ため池について

は、ため池マップの作成や緊急連絡体制の整備、

浸水想定区域図作成などのソフト対策を令和２

年度にかけて集中的に取り組みます。改修や廃

止といったハード対策についても下流域への影

響度を勘案しながら、引き続き計画的に実施し

ていきます。

次に２の農業用ため池の管理及び保全に関す

る法律についてです。

本年７月１日に施行された本法律では、主な

内容に記載しているとおり、①所有者等による

届出の義務付け、②県による特定農業用ため池

の指定、③所有者等による特定農業用ため池の

防災工事の計画届出、④所有者不明で適正な管

理が困難な特定農業用ため池について、県の裁

定による市町村の管理権の取得などの制度が定

められています。

なお、①の届出については、再選定後の県下
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２，１６８か所が対象となりますので、速やか

に届出されるよう、ため池の管理者等向け説明

会を開催するなど、市町村と連携しながら周知

活動等を進めます。

委員会資料の１２ペ吉松森との共生推進室長

ージをお願いします。

第４５回全国育樹祭の本県開催決定について

御報告します。

２経緯にあるように、令和３年の第４５回全

国育樹祭の招致に向けて、平成３１年４月１６

日に公益社団法人国土緑化推進機構に開催申請

を行っていましたが、６月１４日の国土緑化推

進機構理事会において、本県開催が決定されま

した。

全国育樹祭は、継続して森を守り育てること

の大切さを伝える行事で、毎年秋季に行われて

おり、３にあるように、大分県では、昭和５２

年に別府市志高湖畔で行われた第１回以来、４

４年ぶり２回目の開催となります。

参考として、昨年１１月に東京都で開催され

た例をお示ししていますが、行事としては、お

手入れと式典を分離して２日間にわたり行われ

ます。

なお、お手入れ会場と式典会場は、本年９月

に行われる国土緑化推進機構による現地調査を

経て、決定される予定です。

今後は、国土緑化推進機構をはじめ、関係機

関と連携し、準備を進めてまいります。

以上で説明は終わりました。井上委員長

これより質疑に入ります。

〔「なし」と言う者あり〕

委員外議員の方、御質疑はありま井上委員長

せんか。

〔「なし」と言う者あり〕

別に御質疑等もないので、③と④井上委員長

の報告をお願いします。

委員会資料の１３ページを河野林産振興室長

お願いします。

第６７回全国乾椎茸品評会の結果について御

報告します。

乾しいたけの品質を競う第６７回全国乾椎茸

品評会が６月２７日、２８日の両日、静岡県で

開催されました。

まず、団体の部では２１年連続、通算５３回

目の優勝を果たすことができました。

加えて、個人の部では、最優秀賞である農林

水産大臣賞を３名が獲得するとともに、林野庁

長官賞も１０名が受賞することになり、乾しい

たけ日本一の名声を、改めて全国にアピールす

ることができました。

今年は、春子の発生が少なく良品の品ぞろえ

に苦労したと伺っていますが、生産者の皆さま

の高い技術力などにより、すばらしい結果を収

めることができました。

今後も、新規参入者の確保や生産量の拡大を

支援するとともに、注目されているうま味成分

などの特徴をいかした新たなブランディングに

より、近年、特に落ち込みが大きい家庭消費量

を伸ばしていき、さらなる乾しいたけ産業の振

興に取り組んでまいります。

委員会資料の１４ペ吉松森との共生推進室長

ージをお願いします。

有害鳥獣対策の取組について御報告します。

３０年度の被害額は、１鳥獣被害額の推移の

棒グラフにあるように、１億９，２００万円で

前年度より３００万円減少し、２年連続で２億

円を下回りました。加害鳥獣別の被害額は、円

グラフにあるように、イノシシによる被害が５

５％、シカによる被害が２６％を占めています。

また捕獲頭数は、その下の２捕獲頭数の推移の

表にあるように、イノシシは３１，９６２頭、

シカは過去最多の４１，５０８頭となっていま

す。

１５ページをお願いします。３振興局別被害

額です。東部局、南部局、西部局、北部局管内

で減少、他方、中部局、豊肥局の２振興局管内

でイノシシ被害の増加により被害額が増加して

います。

４令和元年度の主な取組として、（１）の狩

猟者確保対策では、狩猟免許申請等に係る手数

料の免除や、新規取得予定者等を対象としたセ

ミナー開催などに取り組みます。

（２）の予防・集落環境対策では、被害の大

きい集落を予防強化集落に指定し、集中的・計
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画的に防護柵を設置するとともに、鳥獣害対策

アドバイザーの認定や育成を行い、集落ぐるみ

の被害対策を推進します。

（３）の捕獲対策では、捕獲圧を強化するた

め、シカの妊娠期にあたる猟期内の捕獲報償金

の上乗せに加え、ジビエ利用促進のための報償

金の上乗せを実施します。また、指定管理鳥獣

捕獲等事業では、これまでの祖母傾山系に加え、

新たに両子山系でのシカ捕獲を実施します。捕

獲の省力化も重要であることから、新たな取組

として、低コスト無線通信技術であるＬＰＷＡ

電波を活用したＩＣＴ付きわなについて、捕獲

技術や集落等の関係者の連携に関する実証に取

り組みます。

（４）の獣肉利活用対策では、処理施設の整

備や、国産ジビエ認証制度の活用による規格・

品質表示の統一などに取り組みます。

こうした対策を総合的に実施することで、さ

らなる被害軽減に努めてまいります。

以上で説明は終わりました。井上委員長

これより質疑に入ります。

有害鳥獣対策で被害額が３００末宗副委員長

万円減ったという話なんだけど、これがとにか

く夜間、道路を通れないくらいにうんといるん

よね。被害額は減ったかもしらんけど、頭数が

増えて夜中に道路にいるから、どげえして家ま

で帰ろうかなと悩み抜くんよ。（「それはすげ

えな」「何が居るんですか」と言う者あり）日

出生台とか、宇佐やったら湯布院に行くときの

道とか院内が多いし、それから宇佐から安心院

に行くときにも、もうぎょろぎょろ見らるるん

じゃ。（「光るんやろ」と言う者あり）いや、

大変なんよ。被害額が減ったというのは柵をし

て減ったんだろうけどね、車には保険は出らん

ち言うから、今おびえ回っとるんよ。どげえか

対策してもらいたいんだけど。（「イノシシ、

シカ」と言う者あり）シカが多いんや、夜見る

分は特に。イノシシは瞬間的やけん、どげえか

なるんだけど。

これは何か答弁が。井上委員長

いやいや、被害額が３００万円末宗副委員長

減ったって威張っちょらんで、道路が通らるる

ごとしてもらわな。

シカの生息状況です吉松森との共生推進室長

けれども、シカは昨年度も４万頭ほど捕獲して

おり、過去最高で推移しています。環境省が作

っているシカの生息密度分布図によると、大分

県では国東半島の周辺とか、さきほど副委員長

が言われていた日出生台の周辺、それから英彦

山周辺はちょっと密度が高いという状況です。

国東半島については、さきほど御説明したとお

り、捕獲の厳しい山地での捕獲を新たに指定管

理鳥獣捕獲等事業で実施するようにしています

し、日出生台周辺については自衛隊と協力して、

自衛隊の演習場内での捕獲も実施していますの

で、引き続きシカについては捕獲を進めていき

たいと考えています。

一気に集中的に力を入れてやっ末宗副委員長

ちょくれ。もう一遍ぐらい補正を組みない。

よろしいでしょうか。（「はい」井上委員長

と言う者あり）ほかにございませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

委員外議員の方、御質疑はありま井上委員長

せんか。

〔「なし」と言う者あり〕

ほかに御質疑等もないので、⑤と井上委員長

⑥の報告をお願いします。

委員会資料の１６ペー三浦地域農業振興課長

ジをお願いします。

漁業調査船「豊洋」については、現行船が老

朽化していることから、これまで代船建造を進

めていましたが、このたび竣工の運びとなりま

したので、御報告します。

改めて、１漁業調査船の役割ですが、漁業調

査船は農林水産研究指導センター水産研究部が

保有し、赤潮調査や海水温・塩分などの海洋調

査・魚群量調査、重要魚種の産卵状況や稚魚量

などの水産資源量・生態調査を定期的に実施し

ています。こうした調査データを分析し、迅速

に養殖業者や漁家に情報提供することにより、

赤潮被害の軽減や海況・魚群情報を活用した効

率的な操業、重要魚種の効果的な資源管理が可

能となるなど、本県の水産業振興に大きな役割

を果たしています。
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現行の「豊洋」は、平成１１年度の建造から

２０年が経過し、船体や機関、調査機器が老朽

化していることから、平成２９年度に基本設計、

３０年度から代船の建造を開始したところです。

今回、代船「豊洋」は７月３１日に竣工し、引

渡しを受ける予定です。

次に３代船と現行船の比較ですが、材質は現

行と同じくＦＲＰ、強化プラスチック製で、エ

ンジン出力は低くなりますが、船体の小型化に

より同等以上の速力維持と、２基エンジンによ

る安定的な船位保持ができるようにしています。

また、乗船定員を現在の１０名から１２名に増

員し、今後、大学や民間との共同研究の拡大に

対応できるようにしています。

４にあるように、今回、竣工を記念して８月

３０日の１４時３０分から大分市生石のトップ

スビッツホールにて竣工式を開催することとし

ました。委員の皆さまにも御案内しますので、

ぜひ御出席いただきますようお願いします。

委員会資料の１７ペー田邉農林水産企画課長

ジをお願いします。

平成３０年度へ繰り越した２９年度予算の再

度繰越し（事故繰越し）について、御説明しま

す。

農林水産部関係では、１８ページの表の一番

下、合計の欄にあるように、１２事業、２４億

７，６６７万５２７円について、再度繰越しを

行っています。

１７ページの１農業費の活力あふれる園芸産

地整備事業費についてです。これは、国東市に

おいてこねぎのリース団地５か所の整備を行う

ものですが、用地の賃貸借に関して地権者との

協議等に時間を要したことから、再度繰越しを

したものです。当該箇所について、本年５月に

工事が完了しています。

次に、２畜産業費の肉用牛競争力強化対策事

業費と酪農基盤対策事業費についてです。畜産

クラスター事業を活用し、日田市と宇佐市にお

いて繁殖牛舎や堆肥舎、搾乳施設等の新築工事

を行うものですが、建築資材の一つである特殊

鋼線材ハイテンションボルトなどが東京オリン

ピックの建築需要などにより全国的に入手困難

になったことから工事進捗が遅れ、再度繰越し

をしたものです。計３件の事業のうち、既に１

件は完了し、残り２件についても、現在工事に

着手しています。

次に、３農地費の農業水利施設保全合理化事

業のほか、農業農村整備事業関連の３事業につ

いてです。工事用道路の借地交渉や、工法変更

の協議などに不測の日数を要したことから、再

度繰越しをしたものです。全２０地区のうち、

既に４地区は完了し、残り１６地区についても

現在工事に着手しています。

次の４林業費については、いずれも平成２９

年７月に発生した九州北部豪雨及び台風第１８

号で被災した施設等の復旧に関する事業です。

特用林産物施設等復旧支援事業費は、日田市の

しいたけ用ハウスの復旧整備を図るものですが、

事業予定地の有田川河川改良工事と農地復旧工

事に遅延が生じたことから、再度繰越しをした

ものです。事業予定地でのハウス建て替えが可

能となる本年９月以降に工事着手することとし

ています。

災害関連緊急治山事業費は林地崩壊箇所の復

旧工事を実施するものですが、作業用道路の借

地交渉等、地元調整に不測の日数を要したこと

から、再度繰越しをしたものです。全７地区の

うち、既に５地区が完了し、残り２地区につい

ても現在工事に着手しています。

１８ページをお願いします。

１１災害復旧費も平成２９年九州北部豪雨等

の復旧に関する事業です。地元との調整や工法

変更の協議等に不測の日数を要したことや、復

旧途中で再度被災したことによる災害査定の中

断などを原因に再度繰越しをしたものです。

事故繰越しを行った工事については、進捗管

理を徹底し、年度内の早期完成を図ってまいり

ます。

以上で説明は終わりました。井上委員長

これより質疑に入ります。

〔「なし」と言う者あり〕

この漁業調査船は、どうして地域井上委員長

農業振興課の所管なんですか。

地域農業振興課は、試三浦地域農業振興課長
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験研究機関を所管しています。今回の調査船

「豊洋」は水産研究部に配置するものですので、

地域農業振興課で行っています。

分かりました。井上委員長

委員外議員の方、御質疑はありませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

ほかに御質疑等もないので、以上井上委員長

で諸般の報告を終わります。

この際、何かありませんか。

昨日、福島原発の事故によるしいた河野委員

けの風評被害について、紛争解決の手段に打っ

て出たという報道がありましたが、このように

全国規模の風評被害について、事業者に対して

補償を求めた事例があるのかということと、し

いたけ農家の中には実際に風評被害を受けても

う廃業されていらっしゃる方もいるんで、こう

いった方を巻き込んでの動きなのか、情報があ

れば教えていただきたいんですが。

現在、情報を収集中ですの河野林産振興室長

で詳しいことはまだ分からないんですけれども、

最近出荷している人たち１，０１６人が風評被

害を受けたということで、今から和解に向けて

の取組をするということです。全国のほかの品

目については、現在、情報収集を進めていると

ころです。（「ちょっといいかい、今の関連

で」と言う者あり）

よく分からんのやけど、理事長末宗副委員長

か何か知らんけど、県のＯＢが務めているんや

ろう。要するに県の内部の話じゃない。それで

分からないかね。教えてくれんの、ＯＢは。そ

んなことはないやろう。阿部さんか誰かが行っ

とるんやねえんかい。（「阿部さんですね」と

言う者あり）知っとろうや。

今年度に入って組合員と支河野林産振興室長

部で話合いをして、自分はこれだけ被害があっ

たという人から個別に同意書等を取り、それで

賛同を得た人たちと連携してＡＤＲを申し立て

たということです。

ほかにございませんでしょうか。井上委員長

〔「なし」と言う者あり〕

ほかにないようですので、これで井上委員長

農林水産部関係の審査を終わります。

執行部及び委員外議員の皆さまはお疲れさま

でした。

委員の皆さまは、この後、協議を行いますの

で、このままお待ちください。

〔農林水産部・委員外議員退室〕

それでは、協議事項に入ります。井上委員長

まず、閉会中の所管事務調査についてお諮り

します。

お手元に配付のとおり、各事項について閉会

中、継続調査をしたいと思いますが、これに御

異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

御異議がないので、所定の手続を井上委員長

取ることにします。

次に、県外所管事務調査についてですが、ま

ず、事務局に説明させます。

〔事務局説明〕

以上、事務局に説明させましたが、井上委員長

御質疑等はございませんか。

〔協議〕

それでは、この案で決定します。井上委員長

細部については、委員長に御一任願います。

予定の変更等がありましたら、随時、事務局ま

でお知らせください。

この際、ほかに何かありませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

別にないようですので、これをも井上委員長

ちまして委員会を終わります。

お疲れさまでした。


